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網目状の連続繊維によって補強された

セメント系複合板の曲げ載荷試験
FlexuralLoadingTestsofCementCompositesReinforcedwithContinuousFiberintheFormofWovenMesh
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KazusukeKOBAYASHIandKaoruMATSUSAKI

1. ま え が さ

本文は,網目状の連続繊維によって補強したセメント

複合板の曲げ試験結果についてとりまとめたものであ

る.

網目状の連続繊維によって補強したセメント複合板の

曲げ性状,すなわち,曲げ強度やひびわれ性状に影響を

与える要因としては,網目構造を形成する連続繊維の種

類とその体積混入率,網目の寸法,セメントマトリック

スの配合および供試体の寸法などがある.

本実験では,網目構造の補強材として,写真-1に示す

ようなアラミッド繊維を用いたもの(A)と,ワイヤーメ

ッシュ(B)をとりあげた.これらのメッシュサイズはい

ずれも10mmである.また,アラミッド繊維の場合に

は,これを7層に,ワイヤーメッシュの場合には4層に_

積層成形して,いずれも体積混入率を4.3%とした.ア

ラミッド繊維のメッシュは縦横ともに15oodenier/1000

丘lament@3本から構成されており,目付は100g/m2の

ものである.また,引張強度は25g/de,弾性率は600gr/

deである.一方,ワイヤーメッシュは素線径が0.6mm

で引張強度は44kg/mm2のものを用いた.

写真-1 メッシュ状のアラミッド繊維
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さらに,両者の曲げ性状の位置づけをより明確にする

ため,比較の対象として以下に示すような2項類の補強

材を用いた場合についても曲げ試験を行った.

1) ¢0.5×30mmの鋼繊維を体積混入率で4.3%混

入したもの.(C)

2) 異形鉄筋(公称直径6mm)を2本配置し,鉄筋比

を4.7%としたもの.(D)

2. 実 験 の 概 要

供試体は10×1.2×40cmのものを用い,マトリックス

としては,水セメント比が40%のセメントペーストを用

いた.

図-1に,A,B,C,D4種類の補強材の配置を示す.

なお,A,BおよびDの供試体は,あらかじめ補強材

をこのように配置しておき,これにセメントペーストを

図1 供試体中における各補強材の配置
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